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1．背景と研究目的 

磁化の高いソフト磁性材料と異方性磁界の高いハード磁性材料を磁壁厚みオーダーのナノサイズで

交換結合した複合材料を作製できれば、原理的にはハード磁性化合物の飽和磁化を超える残留磁化を有

する永久磁石（ナノコンポジット磁石）ができる 1。粉末冶金技術を用いてこのナノコンポジット磁石

を作製するためには、交換結合長はナノサイズであるためにソフト磁性相としてナノサイズの粉末を使

用する必要がある。本研究では熱プラズマで得られた Fe ナノ粉末とジェットミルで作製した SmCo5マ

イクロ粉末を混合し、粉末冶金技術を用いて異方性のナノコンポジット磁石を作製した。 

 

2．実験内容 

SmCo5のインゴットをアーク溶解法により作製し素粉

砕した後（D50 = 18.6 mm）、ジェットミルを用いて微粉砕

し D50が 2.4 mm である粉末を得た。得られた SmCo5微粉

末を熱プラズマプロセスにより作製した Feナノ粉末 2と

ホモジナイザーを用いて混合し、2 T の磁場下で磁場配向

を行った。その後、1.2 GPa で加圧し、600℃で熱処理を行

った。得られた試料に対してあいちシンクロトロン光セン

ターの BL8S1で X線回折実験を行った。エネルギーは

14.37 keV を用いた。 

 

3．結果および考察 

図 1(a)にはアーク溶解素粉砕後とジェットミル後の粉

末の XRD結果を示した。作製した粉末は磁性相としては

SmCo5単相であり、ジェットミル後にはジェットミル中の

粒子へのダメージにより、ピークがブロードになっている

ことが分かる。また図 1(b)の(00m)のピーク強度が高くな

っていることから、2Tの外部磁場により c軸方向に配向

し、Feを 10wt%加えた試料についても同様の配向度を保

っていることが明らかとなった。また、磁化のマイナール

ープ測定より、SmCo5相と Fe相が交換結合していること

が示唆され、異方性のナノコンポジット磁石が作製できる

プロセスとして有望である。 
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図 1 (a) SmCo5の素粉砕と微粉砕粉の XRD

プロファイル、（b）磁場配向後の焼結体の

XRDプロファイル 


